
















VLBI懇談会役員会資料  鹿児島大学機関報告 

2016年 7月 25日 中川亜紀治 鹿児島大学 

 

＜人員＞ 

学生：博士課程 ３（うち海外１）、修士課程 １３ 

スタッフ：半田、今井、永山、中西(イギリス滞在中)、中川、面高、赤堀 

 

＜観測装置、関連プロジェクトなど＞ 

・VERA による星形成領域、晩期型星の VLBI 観測。VERA 入来局は現在、2 か月にわた

る夏の保守期間中。8月上旬から観測再開。通常の VLBIが行われたい空き時間には水メー

ザーの単一鏡モニターや探査を行っている。 

 

・1m光赤外線望遠鏡による測光観測モニター観測。突発天体の観測にも対応。また 3色を

同時に測光できる赤外線カメラを開発中（永山）。 

 

・野辺山 45m望遠鏡 

バックアップ観測を利用してアンモニアの観測を進めている。学生が出張してバックアッ

プ観測に臨むやりかた。 

 

・錦江湾 6ｍ望遠鏡 

ソフトウェア分光計を調整中。アンテナは駆動するが定常的な観測は中断している。 

 

・宇宙研の 64メートル望遠鏡を使った 1.6GHz観測も中西グループで進行中。 

 

＜最近の成果＞ 

＜2016年＞ 

○題名：Parallax of a Mira variable R Ursae Majoris studied with astrometric VLBI 

 著者：Nakagawa, Akiharu; Kurayama, Tomoharu; Matsui, Makoto; Omodaka, 

Toshihiro; Honma, Mareki; Shibata, Katsunori M; Sato, Katsuhisa; Jike, Takaaki 

 掲載誌：2016, PASJ, Accepted (arXiv:1607.01090) 

○題名：H2O masers in a jet-driven bowshock: Episodic ejection from a massive young 

stellar object 

 著者：Burns, R. A.; Handa, T.; Nagayama, T.; Sunada, K.; Omodaka, T. 

 掲載誌：2016MNRAS.tmp..735B 

○題名：Molecular jet emission and a spectroscopic survey of S235AB 

 著者：Burns, R. A.; Handa, T.; Hirota, T.; Motogi, K.; Imai, H.; Omodaka, T. 

 掲載誌：2016A&A...586A..34B 

 



＜2015年＞ 

○題名：A `water spout' maser jet in S235AB-MIR 

 著者：Burns, R. A.; Imai, H.; Handa, T.; Omodaka, T.; Nakagawa, A.; Nagayama, T.; 

Ueno, Y. 

 掲載誌：2015MNRAS.453.3163B 

○題名：Annual parallax measurements of a Mira variable star, U Lyncis 

 著者：Kamezaki, Tatsuya; Nakagawa, Akiharu; ほか 

 掲載誌：2015, PASJ, 208 

○題名：Outer rotation curve of the Galaxy with VERA. II. Annual parallax and proper 

motion of the star-forming region IRAS 21379+5106 

 著者：Nakanishi, Hiroyuki; Sakai, Nobuyuki; ほか 

 掲載誌：2015, PASJ, 176 

 

以上 



茨城大学機関報告 

 

米倉覚則（茨城大学宇宙科学教育研究センター） 

 

１．人員体制 

     平成２７年度    平成２８年度 

  米倉、（百瀬）、作間（技術補佐員）     → 

  杉山孝一郎（大学連携研究員：2014/04—）  → 

  澤田佐藤聡子（大学連携研究員：2015/04—） → 

  D3(1)     →齋藤悠（大学連携研究員：2016/04—） 

  M2(4)     （全員就職） 

  M1(5)    →M2(5) 

  B4(4)     →M1(2) 

     →B4(4) 

 茨城局を研究のメインテーマとする大学院生／学生数 

（大学院生／学生は、「電波天文観測研究室」（百瀬）所属）。 

 

 2015 年度修士論文４編 

 ＊銀河系遠方腕における水及びメタノールメーザーの探査（沖本有） 

 ＊日立局・高萩局を結合した二素子干渉計の立ち上げ（加古琳一） 

 ＊G014.23-00.50 に付随する 6.7GHzメタノールメーザーの高頻度モニター観測（永瀬桂） 

 ＊Lomb-Scargle 法を用いた 6.7GHz メタノールメーザ強度変動周期の導出（安井靖尭） 

 2015 年度卒業論文４編 

 ＊日立 32m 電波望遠鏡によるモニター観測データを用いた突発変動天体のサーベイ 

  （青木健悟） 

 ＊日立 32m 電波望遠鏡を用いた、周期的な強度変動を示すメタノールメーザー源の 

  サーベイ ～30 日未満の短周期検出を目指した高頻度モニター～（山口貴大） 

 ＊銀河系遠方腕におけるメタノールメーザーの探査（亀海真美） 

 ＊6.7GHzメタノールメーザーの強度変動の周期解析に用いた Lomb-Scargle 法の 

  精度検証（石井啓太） 

 

２．2015 年度実績（2015/08-2016/07） 

 日立：6-9 GHz 運用（毎日１４時間程度） 

 高萩 

  2015/04-2015/12：運用停止（モータートラブル） 

  2016/01-2016/03：6-9 GHz 運用（２素子干渉計） 

  2016/03-2016/07：22 GHz 運用（気球 VLBI） 

   



  

VLBI 運用：208 時間 

  6 GHz（日立）83 時間、8 GHz（日立）43 時間、22 GHz（高萩）82 時間 

 

３．トラブルなど 

（あ）高萩アンテナモーター５台オーバーホール／修理／リビルト 

   2015/12 修理完了 

（い）日立アンテナブロアモーターオーバーホール 

   2016/03 完了 

（う）Signal generator２台故障 (Keysight E8257D) 

   2016/04, 07 にそれぞれ１台ずつ電源が入らなくなった 

（え）O/E (RX) ５台故障 

   ３台修理完了、２台故障中（原因：瞬停、入力オーバーなど） 

 

４．2015 年度予定 

 VLBI 運用／観測 

 メタノールメーザー単一鏡毎日モニター観測、新メーザー源探査 

 日立・高萩２素子干渉計立ち上げ（専用相関器） 

 少数基線 VLBI（山口—茨城、他） 

 

 



 

 

NICT機関報告 
２０１６年７月２６日 NICT 関戸 衛 

 

１．メンバー異動なし：9名 

パーマネント職員：関戸衛、川合栄治、主任研究員（有期）：岳藤一宏、氏原秀樹、 

研究技術員(有期)：近藤哲朗、堤正則、派遣職員：長谷川信吾、宮内結花、篠塚久美子 

 

２．観測施設： 

(ア)３４ｍアンテナ：特に大きなトラブルなく運用中 

観測プロジェクト（GALA―V周波数比較実験関連[Wideband]、IVS測地観測[S/X]、J-NET 観測[X/K/C]、木星

観測(東北大)[S/X]、気球 VLBI 観測[K] 

(イ)小金井１１ｍアンテナ：特に大きなトラブルなく運用中 

ステレオ衛星ダウンリンク（NICT宇宙環境研究室）[X]、IVS測地観測[S/X]  

(ウ)鹿島１１ｍアンテナ：特に大きなトラブルなく運用中 

IVS測地観測[S/X] 

 

３．研究開発 

 広帯域フィードの開発：広帯域フィード試作 2号器 3-14GHz を３４mアンテナに設置(2015/7月)、SEFD測

定（1500-2000Jy）、現在直線１偏波、今年中に 2偏波に改造予定。 

 小型アンテナと周波数比較実験：小型アンテナ(1.6m,1.5m)を産総研と NICT小金井に設置し、2016年から本

格的な広帯域(3-11GHz から１GHz 幅 x 4 バンド)で精度検証の実験を行っている。2016 年 3 月に、小金井

1.5mアンテナを、氏原設計フィードを使って 2.4mカセグレン焦点に変更。小型アンテナ間でも通常の測地

実験程度の精度は出ている(遅延残差 20-30ps)。大気推定が精度をリミットしていると考えられ、最終的に

は VGOS局との高速スリュー観測を目標としている。広帯域 VGOS試験観測を 8月中石岡局との間で実施する

予定。 

 

４．その他 

 6月 30日: IVS 技術開発センターシンポジウム開催（参加者数：30名、発表件数 16件） 

 7月 30日：NICT鹿島宇宙技術センター一般公開 

   

34m アンテナに設置した広帯域フィードと常温 LNA(左写真) 

2.4m カセグレン焦点に変更した小金井 2 号館屋上の MARBLE2(右写真) 



ＶＬＢＩ懇談会役員会資料 

 

岐阜大の機関報告 

 

スタッフ 

 高羽 准教授 

 須藤 助手 

学生 

 Ｍ２ １名 

 ４年生 ４名 

 

１１ｍアンテナ 

 ３月に修理完了、立ち上げ中 

 一昨年の落雷で以下のものが故障 

   エンコーダーＡｚ，Ｅｌ 

   Ｅｌエンコーダーケーブル断線 

   ＡＣＵ 

   ＤＣＰＡ電源 

Ａｚブレーキ（１年以上駆動できなかったために固着） 

観測制御計算機（ＰＣ９８０１） 

   受信機 

 

 観測制御計算機をＬｉｎｕｘ ＦＳ９にしてポインティング観測を実施中 

  

Ｈメーザーの１ｐｐｓ出力の故障もあり、Ｋ５／ＶＳＳＰ３２の時刻がずれていること

に気が付かず、多くのデータが無駄になっている。 
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